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＜学校教育目標＞ 

 

人権尊重の精神を基調とし、心身共に健康で知性と創造力に富

み、社会連帯意識や国際的視野をもった人間性豊かなこどもを育成

する。 

  

◎よく考えて進んで実行する子 

主体的に問題を解決しようとするこども 

対話をとおして学び合うこども 

○豊かな心をもち、仲良く助け合う子 

思いやりがあり、友達と協力するこども 

みんなの役に立とうとするこども 

〇健康で粘り強い子 

すすんで運動し、体を鍛えるこども 

目標に向かってあきらめずに取り組むこども 



 

  

こどもたちが輝くとき 

 

できなかったことができるようになったとき 

みんなで同じゴールに向かっているとき 

新しい発見があったとき 

成長を実感できたとき 

好きなことをしているとき 

好きなことを語っているとき 

人の役に立つとき 

あきらめずにがんばっているとき 

驚いたとき 

みんなで何かを成し遂げたとき 

自分の可能性が広がったと感じたとき 

「もっとやってみたい」と思ったとき 

みんなで何かを成し遂げたとき 

 

そんな「とき」を 

わたしたち、みんなでつくりたい 
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みんなでつくる 
みんなの学校 

 

～未来に向かって学び、輝き、夢を語り合う～ 

文脈のある 
学び 

好奇心 

自己選択 

自己決定 

自己開示 

響くあいさつ 

届く声 

全力 絆 

凡事徹底 

こども主体 

伝え合う 

書き表す 

読み解く 

創るよろこび 

感動 夢中 

涙 笑顔 

誠実 

寄り添い 

ALL FOR ONE,ONE FOR All 
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認め合い高め合う学級経営がすべての基盤となる 

    
自己開示 
発信・発見 

願う力 

つくる力 

情報活用能力 
デジタルスキル 

読解力・表現力 

追究力 

ベースとなる学びを軸に、おもいをやりとりする 

話す・聞く 振り返る 
 

書ききる・打ちきる 

学習発表会 

運動会表現 

ダンス・アカデミー 

全校朝会での発信 

道徳教育 

人権教育 

特別支援教教育 

特別活動 

健康教育 

安全教育 

体験活動 

学習発表会 

学級会、委員会活動 

SDGｓ、食育 

ボランティア 

地域とのかかわり 

道徳教育 

人権教育 

特別支援教育 

あいさつ運動 

キャリア教育 

オリパラレガシー 

学習発表会 

タブレット活用 

(日々の調べ学習) 

（プレゼン作成） 

（ビデオ編集） 

（アンケート集約） 

タイピング 

SNSルール 

プログラミング 

デジタル教科書 

生成 AI 

 

学習発表会 

カリキュラムマネジメント 

調べる学習 

読書活動 

学校図書館活用 

よむ YOMUワークシート 

まとめ・振り返り 

チャレンジウェンズデー 

俳句教室 

まなびスタンダード 

教科担任制 

「みんなが輝く授業」の流れ 

① 導入で「！」「？」 ←←←←←←←←←←←←←←←←←←←教師のアイディア、ストーリー 

② 集約・俯瞰←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←広がった思考を整理 

③ 学習問題設定（自己選択・自己決定）←←←←←←←←←←←向かうゴールを明確化 

④ 追究（他者参照・振り返り）←←←←←←←←←←←←←←←評価・共有の繰り返し 

⑤ 学びの共有と発信←←←←←←←←←←←←←←←←←←←←胸を張って「みんなのために」 

出会う輝き 

やりたいことを追究する輝き 

生き生きと伝え、考えに触れる輝き 

授業ベースの学校デザイン 

めざす授業 

～「！」と「？」から始まる問題解決的な学習過程～ 
□全て「教師がハンドル」を持つ    → □時には「子供がハンドル」を持つ 

□全て教師が「教える人・学ばせる人」 → □児童が「学ぶ人」。教師は、「学びの伴走

者」 

□全て教師が「資料・活動を提供」する → □児童が主体的に調べるための「環境づくり」 

 

本校は学校経営の真ん中に日々の「授業」を置いて

います。そして、次の意識をもって、校内研究に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

これからの社会をたくましく生き抜き、夢や課題に新た

な発想で挑戦できるようこどもたち一人一人のよさと可

能性を伸ばし、自ら考え判断し表現できる力等を確実に

育成したい。さらに、人と人との絆を深め､ともに支え合い

ながら、夢と希望に満ちた活気溢れる未来社会の創造

に挑戦する人を育てたい。その実現に向けて、授業の在

り方、必要となる資質能力、そしてそれらを実現する場や

取組を示したのが左図になります。 

 

本校で育ったこどもたちが、人生は予測できないけど

最後にはきっとよくなると信じ、えらぶらず、楽をせず、誰

のせいにもせず、そんな大人って素敵だという実感をもっ

て、数十年後には今よりも平和で、躍動感のあるカラフル

な世界を創りだしてくれることを期待しましょう。地域・保

護者のみなさまのご理解、ご協力を賜りますよう、どうぞ

よろしくお願いします。 

 

・強みも弱みも伝え合

える心の強さと仲間

になろうとする心を

育む。 

・多様性を感じ、受け

止め、伝え合う。 

・粘り強く追究し、協

力して解決する主体

性を育む。 

・基礎となる力を国語

科ベースに養う。 

・他者の意見を参照

し、自己の考えを分

析、更新する力を育

成する。 

・創造的に表現する力

を育てる。 

・なりたい自分をめざ

す。 

・かなえたい学校像、

地域像、社会像をも

つ。 

・挑戦する心を養う。 
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・社会を正しく知り、事実をとらえ、未来
社会へ提案する力を育み、こどもたちを
学習者として自立させる。 

・こどもたちに知的好奇心をもって追究す
る「学びの本質」を感じさせる。 

・教員も日々、たたえ合い、生き生きと学
ぶことで、「楽しい学び」を体現する。 

 

★めざす教職員像 

 

こどもの輝きに感動する教職員 

お互いに認め合い、たたえ合う教職員 

授業を楽しむ教師 

着実に準備を行う教職員 

学校と地域を愛する教職員 

専門性を高めようとする教職員 

 



 

  

 

 

私は「こどもワクワク科」でロボットについて学んだ

り、体験したりすることを提案します。 

みなさんはロボットを実際に活用したり、学んだりした

ことはありますか。 

 私がこのテーマにした理由は、最近人手不足解消や生産

性の向上にむけて、たくさんのロボットが会社などでも導

入されているからです。 人間にとってとても便利な存在

です。  

  

 

 

 

 

こちらのグラフは、ロボットを現在利用しているか、今

後利用する可能性があるか、利用する可能性がないかの割

合を表しています。現在利用している割合と利用する可能

性がある割合を合わせると全体の７割ほどを占めることに

なります。つまり、今後はどんどんロボットを活用する場

面が増えていくのです。たとえば、介護施設で使われるロ

ボットだったり、飲食店で活用されるロボットだったり…

と様々です。そのうち、学校でもロボットが使われる日が

来るかもしれません。そのため、ロボットについて技術を

学ばないと授業の内容についてこられない人もいるかもし

れません。 

 そのための授業内容は、まずロボットがどんな場面で使

われるか、構造だったり仕組みについて学び、最後はプロ

グラミングしたりロボットを活用したりする授業です。  

 まとめると、ロボットは人手不足や生産性の向上に効果

的でよく使われます。今後ロボットが使われる機会が増え

るため、子どものうちからロボットについて考えることが

大切です。みなさんもロボットのことについて進んで調べ

てみたり活用したりしてみてください。 

 

 

 

私は子どもワクワク科で「クラスで映画を作る授業」をい

れるのが良いと思います。なぜなら映画を作ることを通し

て、楽しみながら「友だちとの仲を深めることができる」と

考えたからです。 

私は大人になったときに一番必要な力は「人と関わる力」

だと思います。 

そしてその「人と関わる力」は子供の頃から身につけてお

かないと大人になり急に人と関わってくださいと言われても

難しいのではないかと考えました。 

そして、なぜ「映画」というテーマにしたのかというと、

「映画」は役割が多く、普段はあまり話さない人でも誰かと

関われて人になれることができると思ったからです。例えば

監督、出演者、表に出なくても裏方や編集者など一人一役以

上はできるくらい役が多いです。そしてその中で友達の上手

なところ、すごいと思ったところなどを探してそれが友達作

りや仲を深めることにつながると思いました。 

「友達との仲を深める」とは具体的に何かというと、共通

の話題をもって、話すきっかけになったり、趣味や好きなこ

となど友達と仲良くなれる「種」をつくったりすることだと

思います。その「種づくり」をワクワク科の「映画を作る」

ということを通して、人と関わっていけば自然と人に慣れ

て、友だちが増えたり仲が深まったりするのだと思います。 

そして、映画作りは社会科見学のように一回その授業をし

て終わり ではなく、長時間かけて作り、その授業時間の中

には作り終わった映画を見る時間や感想を書く時間など長い

時間をかけて作るものです。だから私が提案している「映

画」は日に日にワクワクする気持ちが膨らんでくるものだと

考えました。そして、授業時間だけではなく、「映画作りを

通して」仲良くなった友達と休み時間に話すワクワクなど日

常生活のワクワクも増えていくと考えています。 

このことから私はこどもワクワク科で「クラスで映画を作

る授業」をいれるのが良いと考えます。 

 

 

 

みなさんは、最近、地域の人達が冷たいな、元気がなさそうだな

とかんじることはありませんか？ 

隣同士の家でも、たまにしか挨拶をしなかったり、コンビニやス

ーパーでも、笑顔のない店員さんや、お年寄りがいても席を譲った

りしない人・・・など、私達の身近には相手のことを思っていない

人がたくさんいます。 

そこで私は、地域の人達のやる気を上げるための、３つのコトバ

をこども未来課で学ぶことを提案します。 

そして、やる気がない人たちは、どのぐらいの割合でいるのでし

ょうか？それについて調べてみました。全年代では、約 80％もの

人が仕事にやる気が出ないと感じているようです！しかも、このま

ま進んでしまうと、生活不活発病になり、負の連鎖が続いてしまい

ます。 

これらを解決するために、私は、3つの言葉を覚え、活用してほ

しいと思います。3つのコトバとは、おもいやり・あいさつ・おせ

っかいです。ちなみに、東京おせっかい化計画などがあるように、

プラスの意味と捉えてください。 

おもいやりは、相手の立場を考えて応援する心。 

あいさつは、自分の心を開き、相手を認める心。 

おせっかいは、相手を助けようとする心。 

 

この、3つのコトバを覚えることで、相手のことを、認め、応援

し、ときには手助けしようと考えられるようになるのではないでし

ょうか。また、このグラフを見ると約 6割もの人が応援されると仕

事のモチベーションが上がるという結果が出ています。 

 

＜実際のスケジュール＞ 

１年生  あいさつの大切さ 

２年生  思いやりについて考える 

３年生  おせっかいにチャレンジ！！ 

４年生  地域の「元気」を考える 

５年生  自分たちで３つのコトバを実践する 

６年生  地域の人たちに３つのコトバを広げる活動をやってみる 

 

３つのコトバがあることで、地域を明るく・元気にすることがで

きます！！なので、私は、こどもワクワク科で、３つのコトバにつ

いて学び、活用することを提案します！ 

クラスで映画を作りたい！ ロボットとの関わりを増やそう 

３つのコトバの大切さ 
５年生末の国語科で「こども未来科で何を

する」という単元があります。３名のこどもた
ちの発信を紹介します。 
こどもたちが「どんな学びを必要としている

のか」「根拠をもって表現することができる力
をもっている」「社会全体のことを考えて発案
することができる」ことがわかります。 

未来に向かって学び、輝き、 

夢を語り合う 
 

４ 



 

 

２０２２年の卒業生は、学習発表会に向けて、SDGｓを学びました。SDGs とは何か。今、世界ではどんなこと
が起きているのか。問題の解決に向けて、どのような努力が行われているのか。その人はどんな考えをもっている
のか。導入でこどもたちに投げかけ、自分の意見をもち、交流させ思考を深める。その後、自分たちで台本を書
き上げ、学習発表会で発信をしました。 

未来に向かって学び、輝き、 

夢を語り合う 
 

海がとてつもなく汚れていることが
とても気になった、人は自分のこと
だけを考えずに自然のことも考える
ことがとても大切だと思った。 

私達はとても恵まれた生活をしている
ことを知った。そして、世界にはいつ
も私達が普通にやっていることを何も
できない人達がいて、一日に沢山の人
が亡くなってしまっているということ
を知った。 

自分のことだけを考えてプラスチッ
クをバンバン作ってそして捨てる、
この流れが海洋汚染を深刻化させて
いると思った。 
 

ご飯のひと粒さえ食べられない子
供もいるのに、たくさん食物を食
べられる私達が自分勝手に残して
はいけない。 

私達と同じくらいの年齢でも
かなりつらい思いをしている
人がたくさんいることがわか
った。 

私は地球のため、食事を取れ
ない人の為になにかしなけれ
ばいけない。 

厳しい現実を変えるために行動

を始めなければならない。 

自分たちはご飯を当然のよう
に食べているけれど、世界で
見ればありがたいことである 

世界中の人が協力してい
かないと世界のゴミ問題
は解決しない。 

世界の中でがんばってい
る人がいるのにそれを無
駄にしないように自分が
できることをしたい。 

言われたことをやるだけではな＜自
分自身の気持ちで「〇〇をやろ
う！」と行動できる気持ちが素晴ら
しい。 

自分たちでできること
がある 

５ 


